
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】　　　　　

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・
学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○研究授業や講師招聘による研修会を通
して授業改善に取り組んだ教師８０％以上

〇県の学習状況調査において、各教科で
県平均以上の通過率を目指す。
〇「毎日の授業に一生懸命に取り組んでい
る。また、計画的に家庭学習に取り組んで
いる。」と回答した生徒８５％以上

・校内研修での研究授業や講師招聘による研
修会などを通して，授業改善に努める。

・計画的に課題を与え、家庭学習に取り組ませ
る。定期テストなどでは、早めに出題範囲を提
示し、計画的な学習を進めさせる。 B

・授業相互参観週間を設定し、授業力の向上
を図った。また、校内研修で授業研究会を実
施したり、個人で各研修に参加したりするなど
して、授業改善に継続的に努めている。
・各テストにおいて、早めに出題範囲を提示
し、各学年に応じた計画表を作成し、計画的
に学習に取り組むことができるような手立てを
とっている。

A

・アンケートで「研修を通して、指導方法の改善や
教材の工夫に取り組んだ」と回答した職員は
100％で、授業改善に全職員で取り組むことがで
きた。
・「毎日の授業に一生懸命に取り組んでいる。ま
た、計画的に家庭学習に取り組んでいる。」と回答
した生徒の割合が93.9％であった。ただ、保護者
アンケートではその頑張りが十分に評価されてい
ない状況が見て取れる。
・県の学習状況調査において、各教科の正答率
が県平均を上回った。

A

・教職員が一丸となって努力しているのが分
かった。また、生徒の肯定的な評価が高かっ
たことに感心した。
・アンケートから教職員の授業改善に取り組
んだ姿勢がうかがえてよいと思った。
・家庭学習の向上に向けてさらに工夫される
と良いと思う。
・生徒の評価が高いのに対して、保護者の評
価が低いことが気になった。

学力向上対策コーディネー
ター
学習状況調査担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇自己肯定感を高め、自他を尊重できる生
徒を育てる。

○アンケートに「学校生活は楽しい」と回答
した生徒９２％以上

・特別の教科道徳の実践を道徳的な資質・能力
の向上のみならず、学びに向かう力や思考力・
判断力・表現力を培う指導技術向上のための
基幹的な取り組みと位置付ける。
・差別の現実に深く学びながら、差別を見逃さ
ず、差別を許さない、差別と闘うことのできる生
徒を全教科・全領域で育てる。
・人権･同和教育の授業実践、人権講話、人権
作文・人権放送などに取り組み、身の回りにあ
る課題に気付きあい、その解決に取り組むこと
により人権意識を高める。

B

・各学年で、生徒の実態に応じて特別の教科
道徳の授業を計画的に実施している。
・フリー参観デーに「ふれあい道徳」を行い、
各学年で教材研究、共通理解を持ち実施し
た。
・全学年人権作文に取り組み、現代の人権課
題について考えさせることができた。
・「城東人権デー」として、職員が輪番制でクラ
スごとに人権についての講話を行い、生徒及
び職員の人権意識を高める機会となった。

A

・各学年で、学校行事や総合学習等に関連し
た教材を選別し、計画的に道徳の授業を行っ
た。また、校内研修を通して道徳科の授業力
の向上に努めた。
・アンケートで「学校生活は楽しい」に肯定的
に答えた生徒が95％であった。
・各学年で人権学習や放送による人権講話、
「城東人権デー」でのいじめゼロ宣言の唱和
などの取組によって、生徒の人権感覚を高め
ることができた。

A

・アンケートの「学校生活は楽しい」の結果を
見ると、95％というよい結果が出ている。教職
員の努力の賜物であると思う。
・道徳教育、人権・同和教育が充実されてい
ると感じる。
・教職員が輪番制で人権の講話を行う取組は
よいと思う。
・楽しいと回答しなかった5％の生徒が気にな
る。その生徒たちにどのように関わっていくか
が課題であると感じる。

人権･同和教育担当
道徳教育推進教師

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの
防止等のための取組、事案対処等）に向け
て学校は積極的に取り組んでいると思うと
回答した生徒80％以上
○気になる生徒の情報共有及びＳＣやＳＳ
Ｗとの連携を図ることができていると思うと
回答した教師90％以上

・月１回の生活アンケートをもとに、生徒の実態
把握に努める。
・毎月初めに「いじめ・いのちを考える日」を設定
し、いじめゼロ宣言の唱和を行う。
・SCやSSWと連携し、迅速にケース会議を実施
する。
・毎週木曜日の教育相談部会を充実させる。
・定期教育相談（年２回）を実施する。
・QUテストの実施と研修会の実施。

B

・月１回の生活アンケートをもとに、いじめの
早期発見、早期対応に努めている。
・生徒会より毎月「いじめゼロ宣言」を発表し
たり、「城東人権デー」の講話を聴いたりして、
いじめ防止に取り組んでいる。
・週１回の生活指導部会や教育相談部会で情
報共有を行い、生徒理解とその対応に活かし
ている。また、ＳＣやＳＳＷとも定期的に情報
交換を行っている。

A

・「いじめのない学年・学級づくりに向けて学校は
積極的に取り組んでいると思う」と回答した生徒は
90.6％であった。
・月1回の生活アンケート及び年3回の教育相談期
間だけでなく、日頃から生徒との対話や交換ノート
などでいじめの早期発見に努めた。
・週1回の生活指導部会や教育相談部会で気にな
る生徒については情報交換・共通理解を行い、職
員の周知に努めた。
・「ＳＣやＳＳＷと連携できた」と回答した職員は
100％であった。

A

・学校の積極的な取組に感謝する。いじめが
いかに卑劣な行為であるか、どのようなことが
いじめかしっかり認識させ、保護者と連携をと
り、いじめをいかに早期に発見するかが大切
だと思う。これからもしっかり生徒を見守って
いただきたい。
・不登校の課題が大きくなっているが、不登校
に関する評価項目がないので、不登校対応に
関する項目を入れてはどうか。

生徒指導主事
生徒会担当
教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した生徒８５％以上

●◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒７0％以上

・学校教育活動のあらゆる場面において、生徒
に出番、役割を与え、その都度、教師や他の生
徒、保護者などによる承認、賞賛を行っていく。
・学校教育目標でもある「夢実現」をキーワード
として学校教育全体で「夢」を持つことの大切さ
を意識させる。
・キャリア・パスポートなどを有効に活用し、進路
指導・キャリア教育の計画的実践を図る。
・社会的・職業的自立に向けて基礎的・汎用的
能力を育成するために各学年で発達段階に応
じた教育活動を行う。
・進路に関する諸資料の収集や情報の提供を
学校全体で連携して行う。

B

・進路にかかわる事項や各種資料を掲示して、進
路についての意識を持たせるようにした。
・すべての学年で、年度当初に年間を見通せるよ
うな内容で講義を行い、その内容を掲示した。
・高校説明会は、生徒が司会･進行を行い、近隣
の高校を中心に様々な視点から進路について考
えられるようにした。
・いろいろな進路にかかわる行事ごとにその内容
が深められるような「たより」を発行し、家庭でも話
題にできるようにした。
・行事ごとに、目標とその成果や反省を記述させ、
キャリアパスポｰトで履歴を書かせているが、振り
かえりが十分に次の行事に活かせていない。

B

・「先生は自分のよいところを認めてくれてい
る」と回答した生徒は90.2％であった。
・「夢や目標について考える時間や機会をつ
くっている」と回答した職員は97.4％であった
が、「将来の夢や目標をもっている」と回答し
た生徒は63.7％であった。進路に関して、各
学年で講演会や説明会などを実施し、生徒が
活躍し承認を受ける場面を設定しているが、
そのねらいや趣旨が十分伝わっていない部分
もあり、進路学習をより充実させていく必要が
ある。
・行事ごとの成果と反省を記述させ、自分自
身の行動の履歴をふりかえることができた。

B

・この時期の生徒はまだ確たる夢をもっていな
い生徒も多いと思う。様々なジャンルで活躍し
ている方の伝記や自叙伝等に触れる機会を
増やしてはどうだろうか。先輩の話を聞く時間
も大切だろう。
・夢や目標をもつ生徒が70％以上という達成
度には届かなかったが、行事ごとにいろいろ
な取組が工夫されている点は評価できる。
・夢や目標をもっていると回答しなかった生徒
について、具体的にもてない理由をアンケート
などで聞いてみたらよいと思う。

進路指導主事
キャリア教育担当

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」

●「安全に関する資質・能力の育成」

●〇授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で３６０分以上の生徒８０％以上

●交通安全の喚起に関する集会を各学期
１回以上実施する。

・生徒の規律正しい生活や健やかな成長のた
めに、部活動の休養日や練習時間のバランス
を適切に設定する。

・防犯教室、交通安全教室を開催し、生徒の安
全に対する意識を高める。
・登校時や下校時に交通指導を行い、交通ルー
ルやマナーを身に付けさせる。
・校外における危険箇所等について、ＰＴＡや地
域住民と情報を共有し、生徒への指導に役立て
る。

B

・2学期より水曜日を部活動休養日とし、休養
日と練習時間のバランスを適切に設定してい
る。

・学期初めの集会で交通安全に関する話をす
ることができた。
・登下校時の交通指導で自転車に乗るルー
ルの呼びかけができた。
・校外における危険箇所等について、ＰＴＡや
地域住民との情報共有ができていない。

A

・2学期より水曜日を部活動休養日に設定し、生
徒・職員共に休養日と練習時間のバランスを適切
に取れるようになった。
・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で３６０分以上」と回答した生徒は82.4％であった。

・交通安全の喚起に関する集会を各学期の始業
式、終業式で実施することができた。また、帰りの
放送や全校集会での周知を行い、交通安全に対
する意識向上につなげることができた。

A

・「運動習慣の改善や定着化」に関しては、習
慣化に成功していると感じる。
・交通安全に関しては繰り返し呼びかけ・注意
喚起が必要だと思うので、放送や集会等での
呼びかけがよくなされていると感じる。
・登下校時の指導は教職員も時間をとって大
変だが、生徒達の気が引き締まり、ありがた
い。

健康教育担当
交通指導担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１人
当たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・学校行事や会議等の随時見直し及び職員間
の共通理解・共通実践を図ることで、「チーム城
東」として協調・協働する職員体制を確立させ、
業務改善を図る。
・県下一斉部活動休養日（月の第3日曜日）と各
部活動ごとに週２回の休養日を徹底する。

B

・2学期より原則水曜日を部活動休養日として定
時退勤日を設定した。学校行事等で業務量が増
えることがあるが、特定の職員に偏らないよう、協
働体制で効率的に業務を遂行している。
・年休が取得しやすい環境作りをしていて、取得
率も増加し、7ヶ月経過時点で１人当たり７．２日で
ある。

A

・時間外在校等時間の上限（月45時間以内）を遵守す
る職員は74.6％であった。学校行事が重なる月は上限
を超える職員もいるが、その他の月で削減が進んだ。
・職員１人当たりの年次休暇の取得日数 11.6日であっ
た。
・すべての部活動で休養日の設定をきちんと実施でき
ており、活動と休養をバランス良く行えている。アンケー
トで「部活動の計画的な練習日程や休養日の設定を
行っている」と回答した職員92.3％であった。

A

・業務改善なくして、働く時間の減少はないと
思うので、業務に強弱をつけて、これからも働
き方改革を追求してほしい。
・管理職も思い切って年休が取れる体制作り
をしてもらいたい。
・部活動休養日の設定に関して、設定できて
いないとの回答が若干あったのが気になっ
た。

管理職

●特別支援教育の充実

○教室環境整備や学習指導に特別支
援教育の視点を取り入れた取組の実践

○環境整備や学習指導の工夫を行ったと
思うと回答した教師８５％以上

・特別支援教育の推進を図る職員研修の実施。
・学年部会や特別支援教育部会での合理的配
慮の検討と共通理解を行う。
・巡回相談や専門家派遣（福祉や医療機関な
ど）の積極的活用
・校内研修会において、学習目標・学習の流れ
の提示についての提案を行い、全職員で実践し
ていく。

B

・「将来を見据えた支援」についての職員研修を実施す
ることができた。
・学年部会や特別支援教育部会で、生徒情報の共通
理解と支援について話し合う場を定期的に設定してい
る。
・巡回相談や専門家（福祉や医療機関など）との連携を
図り、生徒の支援を行うようにしている。
・校内研修会において、生徒が見通しをもち授業を受
けることができるように、学習目標・学習の流れの提示
について共通実践をするための提案を行った。

A

・職員研修を夏休みに行うことで２学期からの各教科
の授業で視覚的支援を取り入れるようになった。
・特別支援部会を月１回定期的に開くことで生徒情報
の共有や支援方法の検討に役立てた。
・各障害種で巡回相談や専門家との連携を図り、生徒
の支援改善に役立てた。
・校内研修会において、「UD化」を目標にし、学習目標
や学習の流れを掲示し,生徒が見通しをもち授業を受け
るようになった。「環境整備や学習指導の工夫を行った
と思う」と回答した教師の割合が94.8%であった。

A

・環境整備や学習指導の工夫について、教職
員の意識が高く、各方面で勉強されていると
感じる。
・UD教育についての理解が進展してきている
と思う。
・学習目標や学習の流れを提示することで、
生徒は何をすればよいか見通しを立てられる
のは、よいことだと思う。

特別支援コーディネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

３ 本年度の重点目標
① 基礎・基本と学びの交流を大切にした授業づくりによる学力の向上 ② 集団づくりによる不登校の未然防止  ③ 「出番」「役割」「承認」、温かな雰囲気による問題行動の未然防止
④ 信頼関係の構築(生徒・教職員・保護者・地域連携・小中連携)  ⑤ 健康・体力・安全教育の推進(感染症対策、交通安全対策の徹底)  ⑥ 道徳教育、進路・キャリア教育の充実(進路実現１００％)
⑦ 学校課題に応じた教職員研修の充実

学校名 佐賀市立城東中学校

４ 重点取組内容・成果指標

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度
  評価結果の概要

・教師と生徒との関係は良好で、良い雰囲気の中で学校生活を送ることができている。授業については、教師の方をしっかりと見て受けており、授業改善を図りながら学習指導に取り組んだと感じている教師が多かった。
・設定したそれぞれの成果指標については、心の教育・働き方改革・特別支援教育の充実について達成することができた。学校評議員会においても委員の方々からは、学校の取組に賛同され高い評価を得ることができた。
・各評価項目において成果が出ていると考えられる。家庭や地域と課題を共有し、連携を強化して教育活動を進めていく必要がある。

２ 学校教育目標 ・夢実現◇成⾧の根幹づくり ～尊重の根を広げ、挑戦の幹を高める やがて枝が伸び、芽が出て花が咲く～

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

５ 総合評価・
  次年度への展望

・「学校が楽しい」「自分のよいところが認められている」の項目では、肯定的な回答が９０％以上で、生徒の自己肯定感を高めるための取組が展開できていると考える。今後も全職員で、生徒の自己肯定感、自己有用感を高める教育活動に取り組んでいきたい。
・学力向上においては、校内研究会、研究授業等を通して、全教員で授業改善に取り組むことができた。「毎日の授業に一生懸命に取り組んでいる。また、計画的に家庭学習に取り組んでいる。」の項目では、肯定的な回答が９０％以上で、生徒の意識も向上している。来年度は家庭学習の充実に向けた取
組を進める必要がある。
・生徒が夢や目標をもち、実現に向けて意欲的に取り組もうとする教育活動については、生徒の進路に対する意識を高めるために、家庭と連携して、進路・キャリア教育の充実を図っていきたい。
・アンケート結果から、各評価項目において成果が出ていると考えられる。来年度も家庭や地域と課題を共有し、連携を強化して学校教育活動を進めていきたい。

重点取組
具体的取組

●心の教育


